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★第５期最終！第８回ユニオン委員会開催 ８月２９日開催 

８月２９日（水）定時後、第５期の最終となる第８回ユニオン委員会が、神鋼労組本部会議室において開催されました。各

種会議の報告事項の確認にあわせて、通勤交通費補助規則一部改正に関する件について、神鋼環境ソリューション労働

組合第６期役員の選出に関する件、第６期ユニオン専従者の確認、２０１３年度暫定予算に関する件などの諸議案が審議

され、すべて満場一致で可決決定されました。 

第５期でユニオンの機関役員を退任される方々は次の通りです。 

ユニオン委員 ： 梶原 康司、林 広高、前田 憲史、矢吹 亮 

ブロック委員 ： 大塩 進矢、奥村 敬典、上村 大輔、北乾 京義、熊田 浩英、島崎 雄、糠信 輝領謹、丸尾 英之、 

皆川 公司、山口 諭志                                   (敬称略、五十音順) 

第５期で執行部を退任される方々は次の通りです。 

執行委員長 ： 大野 公一、事務局次長 ： 福田 智宏（次期は会計監査委員）、会計監査委員 ： 石井 宏樹 (敬称略) 

【退任役員代表挨拶】 

神鋼環境ソリューション労働組合第５期を終えるにあたり、退任役員を代表してご挨拶を申し上げます。 

この第５期２年間を振り返ると、業績連動型一時金決定方式の改正により大幅な水準アップが行われ、労働条件の向

上という意味では、大きく前進することができました。また、退職年金制度、社宅制度、国内旅費、通勤交通費などの見直

しが行われ、こうした個々の課題に対応してきたことで、懸案事項であった「福利厚生諸制度のあるべき姿の検討」につ

いても、会社がサポートするものと受益者負担として従業員が負担するものの整理が行われ、来期における具体的な対

応への目処をつけることができたと思います。 

また会社業績について見ると、２年連続で過去最高益を更新するなど、業績面でのピークを迎え、業績反映ということ

で私たちの処遇についても大きく向上しました。しかしながら、業績がピークを過ぎて下降することが見込まれている中

で、中期ビジョンの達成に向けて収益を上昇させていくために、会社全体が成長し続けることが重要であると思います。

その会社成長の活力となるのは、そこで働く「ひと」であり、「働くひと」の集まりである労働組合の活動は、一日も立ち止

まることなく将来を見据え前進していく必要があります。 

第６期諸役員に選出された方については、ぜひ職場の期待に応えるべく、全力で取り組んで頂きたいと切望します。 

職場の皆さんのさらなる力強い応援を心からお願いし、退任のご挨拶とさせて頂きます。 

長い間、ご支援ありがとうございました。 

執行委員長 大野公一 
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★プルトップ回収結果報告！ 

８月９日（木）午後、昨年８月からの１年間に収集したプルトップ合計２５０ｋｇを、吉田書記長

（神鋼鋼線工業労組）とともに、尼崎のアルミ回収業者へ持ち込み、１５,０００円（６０円/ｋｇ）で

換金してきました。ポリオワクチンなら約７５０人の子供たちへ投与することができる金額となり

ます。換金したお金は後日ＪＣＶへ寄付します。これからも引き続き活動を続けていきますので、

ご協力を宜しくお願い致します。 

吉田書記長の自家用車で運びました！→ 

いつも有難うございます！   
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